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シダ植物、ユリ科とイネ科植物の食用
一聞き書・日本の食生活全集より
地域から生産される食材の種類や量によって、その
地域の食の地域性はほぼ決定される。その食材の中で
も、食生活上の役割が基本的かつ大である植物性食材の
生産は、生育地の自然条件の影響を強く受けているので、
結局、食の地域性は地域の自然条件に強く影響されるこ
とになる。
作物よりも強く自然条件に曝されている山野草に関
する食の地域性は、自然風土の条件によって強く支配さ
れているはずである。もし、その地域性に対して自然風
土の影響が弱い場合があるとすると、そこには人間的風
土の影響の存在が考えられる。人問的風士がどのように
関わっているのか、興味が持たれる。
以上の立場から、食用山野草(シダ植物、ユリ科、イ
ネ科植物)について、食の地域性を解析・検討した結果
を本報で報告するが、他の山野草については次報を予定
している。
なお、ユリ科ではあるサルトリイバラについては報
告済みである川。救荒用の山野草は非日常的であること、
少例数は地域性を求めるに不都合ということで、検討の
対象から外した。
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研究方法
日本の食生活全集50巻佃とそのCD版記載の全国317
地区の山菜の食用についてのデータを抽出し、整理し
た。主な項目は、食用に供された主な山野草の種類、別
名や地方名、食用の部位、採取季節などである。山野草
の全国的な自生状況については山菜関係図書③を参考に
した。整理されたデータを地図上にプロットして、食用
山野草の地域性を検討した。
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結果および考察
1.シダ植物
ワラビ、ゼンマイのように、シダ植物は数多くの山菜
の中にあって、普遍的であって重要な位置を占めている
ものが多い。
図1 ワラビ、ゼンマイ、ツクシ、クサソテツを食用と
する地域
1.ワラビ 2.ゼンマイ 3.ツクシ4.クサソテツ
1)ワラビ、ゼンマイ
図1- 1,2に示すように、両者を食用とする地域は
普遍的かつ多数であって、これに匹敵する種子植物の山
野草は、ウドと山椒くらいである。検出件数はぜんまい
が668件、中部地方以東を東日本、近畿以西を西日本と
して比較すると、東日本518%、西日本482%であり、
わらぴは899件で東目本485%、西日本51.5%、両者と
も東西が持抗していて差力汚忍められない。この二者が全
国に偏り無く自生Lていることが、全国的によく利用さ
れる前提どなっているものと考えられる。
ワラビ、ゼンマイの名称には有力な別名が無く、全国
共通に使われている。このことからも、ワラゼ、ゼンマ
イは国内で最もポEユラーな山莱であるといえる。
2)ツクシ、クサソテッ
図1-3,4に示すように、両者を食用とする地域は
東西に明確に分かれていて、全国に普遍的であるワラビ、
ゼンマイとは対照的である。ツクシとクサソテツの両者
ともに全国的に自生しているので、それを食用とする地
域が産地であるか否かについての差はない。産地消費の
ほんまのぶお
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図2:クサソテツをコゴミ、コゴメと呼ぶ地域
0b
0'
'『、
^
d
'^
00
匂
2
乙。、ノ ^
,0
.
、,.
0'
原則に反する、誠に不思議な事例であり、その理由の説
明は難しい。日本の食文化の東西の対立を示す典型的な
事例のーつとして、奥深い背景が考えられる(4)。
ツクシには有力な別名が無く、この名前が全国共通に
使われている。別名として、ホウ,シコが香川・愛媛県内
3地域で認められるのみであった。クサソテツでは、そ
れを食用とする地域(図 1- 4)とコゴメ、コゴミと呼
ぶ地域(図2)がι訓ま一致していることから、コゴメ、
コゴミの名前がより一般的であることが分かる。
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図3:アサツキ、ノビル、カタクリ、カンゾウ類を食用と
する地域
1.アサツキ(.:アサツキ◎:アサヅキ 0:アセドキ)を食用
2.ノビル(野蒜)を食用
3..:でん粉採取以外でカタクリを食用◎功ンゾウ類を
食用
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2.ユリ科
ユリ科の山菜は、ギボウシのように主に葉を、ユリの
ようにいわゆる根を、アサツキのように両者を食するも
のに大別される。さらに、でん粉を取るカタクリやウバ
ユリもユリ科であるが、ここでは、山菜らしく主に葉茎
を食用とするケースに限った。
1)アサッキ、ノビル(野蒜)
アサツキは図3-1に示すように、かなり広範囲で食
されているが、北仔本と日本海側に偏っている。日本で
の自生は本,1十四国以北に限られ、特に日本海側に多い
(3)とされていることを反映している。別名は、図3 - 1
に示すように、主なものはアサッキ系であって大きな違
いはない。
ノゼルは図3-2に示すように全日本に分布してい
て、地域性が豆忍められない。自生もまた全国的である。
名称も、ビル、ビロ、ヒロッコ、タマビルなどがあるが、
大きくは変化していなく、名前に関する地域性も認めら
れなし、。
2)カタクリ
カタクリは全国的に自生しており、利用もまた全国的
である。しかし、利用の大部分は、地下の鱗茎からでん粉、
片栗粉を取るものであって、寿の若い葉茎・花・根を食
する地域は図3-3のように、北日本に限られている。
3)カンゾウ
カンゾウの仲間には、ヤブカンゾウ、ノカンゾウ、ニッ
コウキスゲなどがあり、春の若芽、夏の花蓄が食用にさ
れている。その自生範囲は、ヤブカンゾウは全国、ノカ
ンゾウは北海道が除かれ、ニッコウキスゲは本州中部以
北である。聞き書ではこれらについて細かい区別がなさ
れていないので、カンゾウ類として一括し図3-3に示
した。.全国的に広く食用にされていて、地域性が認めら
れなし、。
4)ギボウシ
ギボウシの仲間は日本国内で20種以上あるとされて
いる。その中で、山莱として人気のあるのは本州中部以
北に自生するオオバギポウシであるが、その他に、中部
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図4:ギボウシ、シオデを食用とする地域およびギボウ
シをウルイと呼ぶ地域
1.ギボウシを食用
2.ギボウシをウルイ、ウリッバと呼ぷ
3.シオデを食用
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以南でも自生するミズギボウシも山莱として利用できる
という(3)。
図4- 1、 2によると、かなり広く食用とされている
が、やはり本州中部以北に多い。これは、オオバギボウ
シの産地であることによるものと考えられる。ウルイ=
オオバギボウシとする記述がこの地方で多いこともこれ
を裏付けている。
5)シオデ
シオデは美味な山菜として有名であり、特に、東北地
方で人気が高い。全国に自生しているにも関わらず、食
用としている地域が多くない(図4-3)のは、生産性
が低いためと考えられる。ヒデコ、ソデコ、シュンデコ
の別名は東北地方北部に限定されている。
3.イネ科
イネ科に属する山菜は少ない。一般に、茎葉が硬くす
じっぼいので、マコモ、チガヤ、ヨシ(アシ)などの若い芽
や根が救荒食にされた過去の少数例が、聞き書に紹介さ
れている程度である。しかし、チシマザサの若芽(たけ
のこ)とチガヤの若い花穂がかなり広く食用に供されて
いる。
1)ネマガリタケ
ネマガリダケはチシマザサ.のたけのこを食用とするも
のであるが、チシマザサは本州の日本海側山地と北海道
の山地に群落を作って自生している。図5-1に示すよ
うに、たけのこを食用とする地域も自生範囲と一致して
おり、典型的な産地消費である。
ネマガリダケが最も普遍的・共通的な名称であるが、
別称として山タケ、地ダケ、笹タケノコがあり、北陸地方
ではススタケ、スズダケ、山陰地方ではへイトコの方言
もある。
2)チガヤ
チガヤ(茅)は、全国的に原野や堤防などに群生するイ
ネ科の多年草であって、春先に白色の花穂をつける。若
い花穂は軟らかくて甘いので、子供のおやつとして食ベ
られてきた。花穂には、代表的なツバナとズバナの他に、
ズンバイ、ズンベイ、ツンバラ、ツンツン、ツバネコなど
の別称がある。多種多様の名前を持っているのは、長ら
く人々に親しまれてきたためと考えられる。
食用とする地域の範囲は、図5-2のごとくであって、
図5-1のネマガリダケとは対照的に、ほぼ西日本に分
布している。しかし、自生地域が全国的であるにもかか
わらず、食用とする地域が西日本に限られ、東冨本では
認められない。これは、前述のツクシとウサソテツの場
合と同じく、食文化が東西で対立するケースのーつであ
リ、それも子供が関わるものとして、興味深い。
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図5:ネマガリダケ、チガヤを食用とする地域
1.ネマガリダケを食用
2.チガヤの花穂を子供のおやつに
,0
まとめ
聞き書・日本の食生活全集の内容をデータとして、食
用とするシダ植物、ユリ科およびイネ科の山野草12種に
ついて、その地域性を検討した。
Dワラビとゼンマイは食用とする地域数が多く、全国
的にほぼ均一に分布している、最もポゼユラーな山
菜である。
2)全国的に自生するにもかかわらず、ツクシは中部地
方以西の西日本で、クサソテッ(コゴメ)は中部地方
以東の東日本で食用にされ、岐阜県では両者が重複
している。これは、極めて興味ある東西の対立の事
例である。
3)ユリ科のノEル(野蒜)とカンゾウ類を食用とする地
域は全国的であるが、ノビルはかなり多く、カンゾウ
は少ない。ギボウシ類とシオデの食用は主に東日本
である。
4)イネ科の食用山野草は少ない。チシマザサ(ネマガリ
ダケ)のたけのこを食用とする地域は、主に北寄りの
日本海側であり、この地域は自生地でもある。全国
的に自生するチガヤの花穂を子供のおやつとする地
域は、関東南部以西の西日本に限られており、食文化
的に興味ある事例である。
ι一,
i
.
^
'、乢.、
文献
①本間仰夫:団子類を包むサルトリイバラの葉一全
国的な分布と方言一、新潟の生活文化、 NO.H,PI0
(2005)
②編集委員会:聞き書・日本の食生活全集、全50巻、農
文協(1984 - 1993)
(3)清水大典:山莱全手斗、家の光協会(1967)
石黒ゆり子ほか:食ベられる山野草、主婦と生活社
(1987)
(4)本間伸夫:醤抽の研究と技術、 V01.34, NO.2(2008)
?
??
?
??
